
「循環器病予防のための食事・栄養
疫学研究からのエビデンス」

日 時 令和５年８月19日(土)13:30～16:30 (受付13:15～)

会 場 ウインクあいち 12階 1202室

名古屋市中村区名駅４丁目４－３８

対 象

受 講 料

栄養士会会員、非会員

愛知県栄養士会会員：1,000円
他県栄養士会会員 ：2,000円
非会員 ：3,000円

定 員 80 名申込 期日 令和５年８月1５日(火) ※延長しました

プログラム

13:15～ 受付
13:30～13:35     開会あいさつ
13:35～15:00 講演「循環器病予防のための食事・栄養

疫学研究からのエビデンス」
滋賀医科大学 NCD疫学研究センター予防医学部門
社会医学講座公衆衛生学部門 講師(学内) 近藤 慶子 先生

15:00～15:10 休憩
15:10～16:30 グループワーク・発表
16:30～ 閉会 [日本栄養士会生涯教育実務研修：講義1単位]

～講師紹介～
近藤 慶子先生
令和４年８月、個人の食事から将来の循環器疾患リスクを予測し、食事の改善により

リスクがどのくらい低下するか確認できるような「食事による循環器疾患リスク予測
ツール」を開発され、一般に公開がされています。令和５年２月にご講演いただきまし
たが、好評につき再度お願いいたしました。講演後は、このツールをどのように利用で
きるかをグループで話し合っていただきます。

★本研修会は、愛知県栄養士会栄養ｹｱ･ｽﾃ-ｼｮﾝ登録条件２の「資質向上研修」となります。
「食育推進委員会事業」に登録された方はなるべく受講してください。

令和５年度愛知県栄養士会 食育推進運営委員会研修会

滋賀医科大学 NCD疫学研究センター予防医学部門

社会医学講座公衆衛生学部門 講師(学内) 近藤 慶子 先生

お問い合わせ：公益社団法人 愛知県栄養士会

０５２-３３２-１１１３ ０５２-３３２-６００９

shogai@aichiken-eiyoushikai.or.jp 主催：公益社団法人 愛知県栄養士会

対面形式

TEL FAX

メール

講演のみの参加もOK！



【申込方法】愛知県栄養士会ホームページ「研修会情報」からお申し込みください。
こちらのURL、もしくは、QRコードからもお申込みいただけます。

※受講申し込み後、「決済完了メール(クレジット支払いの場合)」もしくは、「申込確認メール

(銀行振込の場合)」が送信されます。2～３日経ってもメールが届かない場合は、「問い合わせ先」

までご連絡ください。

メールアドレスの設定について

スパム対策・ドメイン指定等されている場合は、[shogai@aichiken-eiyoushikai.or.jp] および、

[noreply@payvent.net]のメールアドレスが受信できるよう設定の変更をお願いいたします。

なお、設定変更につきましては、受講者それぞれが使用されているプロバイダー等により異なる

ため、愛知県栄養士会では対応できません。

研修会受講に際し、愛知県栄養士会ホームページ「研修会情報」を
ご確認ください。

https://aichiken-eiyoushikai.or.jp/kenshu_info/

(公社)愛知県栄養士会食育推進運営委員会では、令和５年度の研修会を「循環器病予防」を
テーマに滋賀医科大学NCD疫学研究センター予防医学部門社会医学講座公衆衛生学部門講師
(学内) 近藤慶子先生を講師にお迎えして開催することといたしました。
ぜひご参加ください。

【受 講 料】 愛知県栄養士会会員：1,000円
他県栄養士会会員 ：2,000円 非会員：3,000円

【支払方法】 クレジットカード支払い、もしくは、銀行振込から選択して
ください。
※愛知県栄養士会ホームページ「研修会情報」からもご確認いただけます。

https://aichiken-eiyoushikai.or.jp/kenshu_info/

注意‼：既納の受講料につきましては、原則として返金いたしません。
ただし、同一の研修会に複数回申し込まれた場合や振込金額の間違い(銀行振込の場合)に
つきましては、返金いたします。
その際の手数料【返金事務手数料＋振込手数料(銀行振込の場合のみ)】はご負担ください。

URL:

申込先

研修会情報

【日本栄養士会生涯教育実務研修単位】1単位

https://app.payvent.net/embedded_forms/show/645c9cce724edc4c617323c1

https://app.payvent.net/embedded_forms/show/645c9cce724edc4c617323c1
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